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１．はじめに 

毎年，60万件以上もの交通事故が発生している．中でも市街地での事故は郊外に比べて

約3倍近くに上り，その大半は交差点で発生している[1]．私達は，見通しが悪い交差点で

の視線の動きに着目し，交差点の特徴を変化させることで複雑度がどのように変化するの

かを検証する．複雑度とは，「交差点内の障害物の数や見通しの悪さ」を複雑度と定義す

る．様々な特徴を持つ交差点を評価するにあたって，様々なコースを自由に作成可能なド

ライビングシミュレータを用いて実験を行う． 

 

２．実験手順 

２－１．コースの作成 

ドライビングシミュレータを用いて，以下の3種類の交差点を作成した． 

交差点① 道路の交わる角度を大きくすることによって，近づいてくる車を認識しづ

らい交差点． 

交差点② 左折時に障害物によって片側が見通しが悪い交差点． 

交差点③ 坂道や周りの障害物により見通しが悪い交差点． 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
図２．交差点② 

図１．交差点① 
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２－２．実験 

  作成したコースを実際に走って動画と画像を撮影した． 

２－３．主観評価 

  撮影した画像を交通量，道路の狭さ，見通しの良さ，障害物の量，種類，複雑度の6つ

の項目を4段階で評価した. 

２－４．顕著性マップを用いた評価 

  顕著性マップを作成し，顕著度の高い領域の数や集中している領域から考察． 

 

３．実験結果 

３－１． 主観評価の結果 

 作成した三つの道路の交差点部分を撮影し，交通量，道路の狭さ，見通しの良さ，障害

物の量，種類，複雑度の6つの項目を4段階で評価した．被験者は自主研究に参加している

男子学生6名で行った．内訳として，免許所持者は5名，免許未取得者は1名である． 

評価項目は， 

Ⅰ 交差点での見通しの良さ 

Ⅱ 交差点の障害物の多さ 

Ⅲ 交差点の障害物の種類の多さ 

Ⅳ 交差点の道路の広さ 

Ⅴ 交差点の交通量の多さ 

Ⅵ 交差点の複雑度 

評価基準は， 

Ⅰ 1,見える 2,少し見える 3,少し見えない 4,見えない 

Ⅱ 1,全くない 2,少ない 3,多い 4,とても多い 

Ⅲ Ⅱと同じ 

Ⅳ 1,狭い 2,少し狭い 3,少し広い 4,とても広い 

Ⅴ Ⅱと同じ 

Ⅵ 1,複雑でない 2,少し複雑 3,複雑 4,とても複雑 

 

 

 主観評価の結果から，以下の結果が得られた．主観評価の結果を表1～3に示す． 

  ・被験者は，交差点①が最も複雑だと感じた． 

  ・複雑と感じる交差点ほど，交差点①のように障害物が多くて見通しが悪い． 

  ・評価項目Ⅳ，Ⅴは交差点の複雑度にあまり影響しない． 

  ・評価項目Ⅱ，Ⅲについては，障害物の量は交差点の複雑度に影響し，障害物の種類

は量よりは影響しない． 

図３．交差点③ 
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表１．交差点①の主観評価      表２．交差点②の主観評価 

   表３．交差点③の主観評価 

 

 

 

 

 

 

図４．交差点①の顕著性マップ 

図５．交差点②の顕著性マップ 

 

３－２． 顕著性マップの結果 

 図4～7に示す顕著性マップより以下のことが分かった. 

・空や止まれの標識などの色の濃いものに顕著度の高い領域が集中する． 

・図1だけ地面に視点が集中する. 

・空の水色や標識の赤色など色が明るいものに視点が集中する. 

・複雑な交差点ほど視点が集中する場所が多い． 
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図６．交差点③の顕著性マップ(ⅰ) 

 

図７．交差点③の顕著性マップ(ⅱ) 

 

４．まとめ 

 主観評価の結果から，複雑と感じる交差点ほど障害物が多く見通しが悪いことがわかっ

た．この理由は，見通しの良いところほど対向車や歩行者などに対する情報が得やすいの

で，被験者が複雑とは感じにくかったと考えられる． 

顕著性マップの結果からは，空やドアなどの色が濃いものや明るいものに視点が集中す

る傾向があったが，人間の視点は対向車や歩行者に集まると考えられるので顕著性マップ

の結果とは異なってくると考えられる． 

以上の結果から，障害物が多く顕著度の高い領域が多いほど複雑度が高いと言えるので

はないかと考えられる． 

この研究によって，人の視線が交差点のどの部分に集中しやすいかやどんな交差点が複

雑かを知ることができた． 
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